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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・11月28日（月）の皮膚科診察は、野沢Drの都合により休診となります。11月30日（水）に南病棟と東病棟の診察を行うとの事です。

・12月13日（火）及び14日（水）に第7回院内研修があります。時間は17：30からを予定しており、場所はメンタルケア病棟4階メモリアルホールとなります。クレーム対応についての研修であり、田ノ上スタッフが講師となります。各自、出欠予定の入力をお願いします。

・環境整備担当より、年末に向けての環境整備をスケジュールに沿って実施して下さいとの事。また、スケジュール外でも気が付いた部分等は積極的に清掃、整備するよう皆様で協力をお願いしますとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・切明　茂雄様～本日14:00より買物目的での外出となります。付き添いスタッフは番場スタッフとなります。帰院時、購入物の確認をお願いします。

・泉川　ケイ子様～本日9:30より気分転換及び訓練目的での自宅への外泊となります。ここ数日の経過として、気分変動とそれに伴う不機嫌さや他者への不満等を話す様子あり。外泊前に保護者（父）様へ情報提供。相談の結果、外泊は大丈夫との事で外泊に行かれています。本人へは家族との付き合い方、自宅での過ごし方についてアドバイスし、家族対応が困難な場合は当院への連絡と帰院も可能である事を伝えています。明日15:30に帰院予定ではありますので、帰院時の情報収集と帰院後の本人の様子について観察をお願いします。

＜措置入院患者様ケース検討＞

· 成田　勝弘様～11月16日入院し、10日が経過。幻覚妄想によると思われる発言（狙われて　
　　　　　　　いる等）があり、他者や周囲を気にしている様子が見られている。スタッフ
　　　　　　　対応等で不満や苛々を強く話してくる事もあり。トラブルに至る事は無いが、
　　　　　　　今後も十分に注意が必要なケースと思われます。精神症状とそれに伴う日課
　　　　　　　への支障の有無、周囲とのトラブルに注意し観察と対応を行って下さい。

· 藤井　崇史様～現在、措置解除予定は無い。最近の様子としては、以前のように服薬に対す
　　　　　　　る訴えを話してくる事は無くなってはいるが、病棟を変更したい等の要望が
　　　　　　　聞かれるようになっている。その背景として、措置解除に対する本人の焦り
　　　　　　　や不安があるのではないかと思われます。表情の硬さも見られており、自ら
　　　　　　　交流を持たず臥床している様子が目立つが、日課への支障はありません。精
　　　　　　　神症状とそれに伴う日課への支障の有無、周囲とのトラブルに注意し観察と
　　　　　　　対応を行って下さい。

· 神田　直樹様～現在、措置解除については検討中であり、御家族の意向を確認している段階。
　　　　　　　依然、措置解除に対する本人の焦りはある様子で、主治医へもその様な主旨
　　　　　　　の訴えをしています。焦りや不安から苛々の出現等、精神症状への影響も考
　　　　　　　えられます。それに伴い周囲とのトラブルの可能性もある為、訴えの内容や
　　　　　　　表情、態度に変化は見られないか等、十分に観察を行って下さい。

· 赤石　陽介様～12月5日の措置解除予定ではある。解除後は任意入院へと入院形態を変更し、
　　　　　　　退院に向け外出泊訓練を行う予定との事。御家族の状況としては、年末年始
　　　　　　　の外泊は都合により難しいとの事です。措置解除に伴う精神症状の変化は十
　　　　　　　分に考えられますので、精神症状の観察と本人を混乱させる事の無いよう、
　　　　　　　統一した対応を行って下さい。

· 斉藤　仁和様～12月10頃を目途に措置解除予定ではある。解除後は、本人の病識の確立を目
　　　　　　　的に疾病教室を行う予定。また、金銭面や生活面での調整を進めていく事と
　　　　　　　なります。措置解除後、およそ1ヶ月は当院での入院加療を継続し、トータ
　　　　　　　ル的な状況を判断してからの退院となる予定となります。精神症状（特に気
　　　　　　　分の変調）の変化には十分に注意する必要があります。また、日課への支障
　　　　　　　の有無、周囲とのトラブルに注意し観察と対応を行って下さい。

· 小平　祐子様～現在、措置解除予定は無い。疾病教室を導入しており、本人の知的レベルか
　　　　　　　　　　ら視覚的に学習出来るよう工夫はしているが、理解の低さが見られる
　　　　　　　　　　との事。本人への疾病教室は継続していくが、今後は保護者である夫
　　　　　　　　　　様への疾病教室も導入していく予定である。入院時より見られていた
　　　　　　　　　　歯ぎしりや訴えの執拗さは現在見られず、減薬後の精神症状の悪化も
　　　　　　　　　　見られてはいません。生活リズムの大きな乱れも無く、自分のペース
　　　　　　　　　　にて取り組む事は出来ています。今後も精神症状の観察と安定した生
　　　　　　　　　　活が送れるよう、介入と援助を行って下さい。

